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論 文 内 容 の 要 旨

本研究は,二十世紀ナシ果実に発生する萎縮性の生理障事であるユズ肌病について,その発生原因を検

討したものである｡

まず障害発生樹と健全樹における新橋生長の比較を行い,前者が後者に比べ旺盛な生長を示し,ま極

とくに主幹に近い基部で障善果の発生が著しいことを認めた.

果実発育期間中の菓中の無磯成分は,健全樹に比べ障害発生樹のK含量が高く,Ca含量が低い僚向で

あり,Ca/K比が低かった｡

果実について,水およびェチルアルコール可溶性の K,CaおよびMg含量を検討した結果,障害発生

樹においては幼果時にCa/a,Ca/Mg値が低く,とくに Ca/K値が障害の発生程度と高い相関を示した.

また,果実中の水およびエチルアルコール不溶性K,Caおよび Mg含量と障害発生との関係を調査し

たところ,0･2%シュウ酸アンモニウム可溶性の革およびMg含量が障害発生樹の果実で多く,障害発生

程度の強い果実はどこの分画中のK,Mg含量が多かった｡

障害発生の品種間差異と無機成分組成との関係をみた結果,発生の多い二十世紀,長十即,新興では発

生の少ない新水,豊水,幸水に比べ果実のK含量が多くCa,Mg含量が少なかった｡

果実中の生長調節物質と障害発生との関係を調べたところ,障害発生樹では幼栗の Gibberellin様物質

の活性が高くCytokinin様物質の活性が低く,枝の Gibberellin様物質,Cytokinin様物質の活性とも

に高く,ABA様物質の活性は低かった.また,幼果時に果実あるいは果こうにGibberellin処理を行う

と障害の程度は大きくなり,BA処理によって小さくなった｡

二十世紀ナシの台木として用いられるニホンヤマナシとマンシュウマメナシのうち後者に接いだ場合は

本障害の発生程度が軽倣であると云われているが,接木後20数年を経た調査樹について多年にわたり両者

の比較を行っており,気象条件等によって前者を台木とした二十世紀でユズ肌病が多発した年次にも後者

を台木とした場合はほとんど発生しないことを明らかにした｡さらに,砂耕等を行って無機成分の吸収に

及ぼす両台木の影響を比較したが,マソシュウマメナシ台の K,Ca,Mgの吸収量は多くⅩylem串嬉 -
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も多かった｡一方,両者を台木とした場合の果実の生長調節物質量についても調査した.それらの結果か

ら,マンシュウマメナシ台では水分吸収カが強いばかりでなく,乾燥条件下での無磯養分吸収力が低下し

ないこと,春季において無機成分吸収が旺盛であることが障害を発生しにくくしている要因であろうと考

えた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

二十世紀ナシのユズ肌病は,主産地である鳥取県で乾燥あるいは過湿によって発生するとされ,水分管

理面からの防止対策が実施されてきた｡しかし,その発生原因は未だ十分明らかにされていない｡

本研究は,ユズ肌病について無磯栄養面ならびに生長調節物質面から発生原因を調査し,さらにそれら

の結果と水分生理面との関連性について検討を加えたものである｡また,本障害に抵抗性の強い台木であ

るマンシュウマメナシ(Pyrusbetulaefolia)と抵抗性の弱い台木であるニホンヤマナシ (Pyrusseroiina)

の板の生理機能について比較している｡

1. 同一園内の25年生の障害発生樹と健全樹について枝梢の生長を比較した結果,前者は6月中旬に旺

盛な生長を示し,後者では6月上旬には既に生長が停止しているOまた,枝椅生長の旺盛な部位 (主幹に

近い基部)で障害晃が多く見られる｡

2.無歯成分含量と障害発生との関係を調査し,障害発生樹が健全樹に比べ菓中のK含量が著しく多く,

Ca含量の低い債向を認めている｡ 一方,障害発生程度の品種間差と無機成分含量との関係を明らかにす

るため,障害発生樹に,発生の少ない新水,豊水,幸水と発生の多い二十世紀,長十郎,新興を高接ぎし

て,着果した果実について K,Ca,Mg含量を測定しているが,発生の多い品種では幼果中の永およびエ

チルアルコール可溶性K含量が著しく多くCa,Mg含量が少なかった｡一方,障害の少ない品種では水お

よびエチルアルコール可癌性K含量は少なくCa,Mg含量が極めて多い｡これら無機成分含量の測定結果

から,果実発育の初期から中期にいたる果肉中の水およびェテルアルコール可溶性分画で,K含量が多く

Ca含量が少ないこと,また,Ca/K,Ca/Mg比の低いことが障害発生の要因となると考えている0

3.生長調節物質と障害発生との関係を明らかにするため,Gibberellin,ABA,Cytokinin様物質の

活性を調べている｡障害発生樹と健全樹の果実発育に伴うGibberellin様物質含量の変化を比較すると,

発生樹では5月から6月にかけて GA4 あるいは GAT, および GA3様物質の含量が多くなっているo

ABA様物質は,果実の発育期間を通じて発生樹の果実で含量が多いO また,Cytokinin様物質の含量は

5月に発生樹の果実で著しく低い値を示すが,6月下旬～7月には逆に健全樹よりも高い値を示している｡

一方,BA,Gibberellinを果実浸漬あるいは果こう塗布処理すると, 5-7月の Gibberellin処理で

障害は大きくなり,5-6月のBA処理によって障害は軽減される.

4.マンシムウマメナシ台とニホンヤマナシ台の二十世紀ナシについて無焼成分含量,生長調節物質の

消長が詳細に調査されており,マンシュウマメナシ台では水分吸収カが強いだげではなく乾燥条件下での

無機養分吸収力が強いこと,とくに Caの吸収力の低下しないこと,春季に無機成分吸収の旺盛なことが

障害発生を少なくしていると推論している｡

以上のように,本論文は,二十世紀ナシのユズ肌病について詳細な検討を加えたもので,果樹園芸学に
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寄与するところが大きい｡

よって,′本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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